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第 3 章では衝撃問題の効率のよい三次元解析を目的として，第 2 章で行った定式化を基に剛塑性有限
要素法に慣性力を考慮する方法を提案する O また，角棒材の剛体壁への衝突，プレスによる高速圧縮な
どを解析し形状変化，塑性波の伝播の様子などを明らかにするとともに，加速度の時間に関する離散
化における 1 ステップの時間増分の影響についても検討を加える O
第 4 章では，有限変形理論に基づいた定式化により剛塑性有限要素法に慣性力を考慮する方法を提案






似的な解析法の開発も重要であるO そこで，第 5 章では三次元変形する問題を二次元問題に近似して解
析する方法として一般化平面ひずみ変形を適用する方法を提案し，その定式化を行う。












第 2 章では体積力を考慮してガラーキン法を用いた剛塑性有限要素定式化を提案し，それを基に第 3
章では慣性力の影響を組込んで新しい解析方法を示しているO 例として角棒材の剛体壁への衝突，プレ
スによる高速圧縮などを解析し形状変化，塑性域の伝播の様子などを明らかにしている。さらに，第








討を加えているO さらに，第 7 章では第 5 章の手法を平圧延ならびに孔型圧延に対して適用し，短時間
で解析できる手法を提案しているO また，三次元解析の結果と比較することにより，本手法の計算精度
についても検討している。
。。
以上のように，本論文は三次元変形をする塑性加工の問題を高能率に解析するための手法を提示し，
具体的な問題について解析の有用性を示したものである。これは塑性力学および塑性加工の分野に新た
な手法をもたらしたものであり，その学問的貢献は大きく，工学博士の学位論文として価値あるものと
認める O
